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高
鍋
町
の

先
賢
と
文
化
財

２０２３年１１月号

由

来
高
鍋
神
楽
の
起
源
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
口
碑
（
こ
う
ひ

＝
昔
か
ら
の
言
い
つ
た
え
）
や
神
社
の
遺
物
か
ら
、
平
安
時
代
か
ら

舞
わ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
鍋
町
で
は
古
く
か
ら
、

比
木
神
社
（
ひ
き
じ
ん
じ
ゃ
・
木
城
町
）
の
お
里
ま
わ
り
と
い
う
神

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
別
に
、
神
門
神
社
（
み
か
ど
じ
ん

じ
ゃ
・
美
郷
町
南
郷
区
）
へ
の
御
神
幸
（
ご
し
ん
こ
う
＝
祭
事
や
遷

宮
な
ど
の
と
き
、
神
体
が
鎮
座
す
る
神
社
か
ら
他
所
へ
赴
く
こ

と
。
）
も
毎
年
厳
重
に
続
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
際
に
高
鍋
神
楽
が

奉
納
さ
れ
る
習
わ
し
で
す
。
高
鍋
神
楽
は
こ
の
比
木
神
社
、
神
門
神

社
を
中
心
と
し
て
発
祥
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
藩
政
時
代
は
、

藩
主
・
秋
月
氏
の
奨
励
保
護
の
も
と
に
神
楽
道
具
な
ど
の
下
賜
（
か

し
＝
身
分
の
高
い
人
か
ら
下
さ
る
こ
と
）
も
あ
り
、
藩
祭
と
し
て

「
大
神
事
」
が
行
わ
れ
て
お
り
、
現
在
に
及
ん
で
い
ま
す
。

高
鍋
町
鎮
座
の
八
坂
神
社
・
愛
宕
神
社
（
や
さ
か
じ
ん
じ
ゃ
・
あ

た
ご
じ
ん
じ
ゃ
）
、
新
富
町
の
三
納
代
八
幡
神
社
（
み
な
し
ろ
は
ち

ま
ん
じ
ん
じ
ゃ
）
木
城
町
の
比
木
神
社
（
ひ
き
じ
ん
じ
ゃ
）
、
川
南

町
の
平
田
神
社
・
白
鬚
神
社
（
へ
い
だ
じ
ん
じ
ゃ
・
し
ら
ひ
げ
じ
ん

じ
ゃ
）
、
の
６
社
に
お
い
て
、
例
年
旧
暦
12
月
２
日
宵
か
ら
翌
３
日

夜
明
に
か
け
て
盛
大
に
神
楽
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
当

番
の
神
社
が
順
番
に
受
け
持
つ
も
の
で
、
こ
の
行
事
の
事
を
、
六
社

連
合
大
神
事
（
ろ
く
し
ゃ
れ
ん
ご
う
だ
い
し
ん
じ
）
と
い
い
ま
す
。

変

遷
数
百
年
に
わ
た
る
古
い
伝
統
の
歴
史
を
持
つ
高
鍋
神
楽
は
、
明
治

時
代
以
降
は
公
共
の
保
護
も
な
く
敬
神
の
心
も
薄
れ
、
衰
退
の
危
機

が
あ
り
ま
し
た
が
、
有
志
に
よ
り
大
正
６
年
（
１
９
１
７
）
伊
勢
神

宮
奉
納
神
楽
に
栄
誉
あ
る
参
加
を
し
、
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
で
有

名
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
太
平
洋
戦
争
の
戦
禍
の
中
、

再
び
神
楽
の
伝
承
も
危
機
に
直
面
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ

れ
を
憂
う
人
々
の
尽
力
に
よ
り
昭
和
30
年
頃
か
ら
保
存
活
動
が
起
こ

り
、
高
鍋
町
、
木
城
町
、
川
南
町
、
都
農
町
の
神
職
有
志
に
よ
り
保

存
会
が
結
成
さ
れ
、
そ
の
後
度
々
の
研
究
討
議
が
重
ね
ら
れ
、
現
在

の
「
高
鍋
神
楽
保
存
会
」
に
至
り
ま
し
た
。

平
成
29
年
（
２
０
１
７
）
に
は
、
大
正
６
年
の
伊
勢
神
宮
神
楽
奉

納
か
ら
１
０
０
年
を
記
念
し
て
、
再
び
伊
勢
神
宮
に
て
高
鍋
神
楽
が

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

高
鍋
神
楽
は
、
旧
高
鍋
藩
領
内
の
神
社
で
伝
承
、
奉
納
さ
れ
る
比
木

神
楽
系
、
三
納
代
神
楽
系
、
都
農
神
楽
を
中
心
と
し
た
神
楽
の
総
称
で
、

高
鍋
町
、
新
富
町
（
一
部
地
域
）
、
木
城
町
、
川
南
町
、
都
農
町
、
の

東
児
湯
５
町
と
美
郷
町
（
旧
南
郷
村
）
で
、
現
在
に
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。
高
千
穂
神
楽
・
銀
鏡
神
楽
（
た
か
ち
ほ
か
ぐ
ら
・
し
ろ
み
か
ぐ

ら※

１
）
と
と
も
に
そ
の
伝
統
芸
能
を
誇
る
も
の
で
、
舞
い
は
高
尚
優

美
、
勇
壮
活
発
な
の
が
特
徴
で
現
代
に
風
雅
を
伝
え
ま
す
。
毎
年
、
高

鍋
町
・
新
富
町
・
木
城
町
・
川
南
町
の
４
町
の
神
社
の
輪
番
で
大
神
事

を
行
い
、
夜
を
徹
し
て
高
鍋
神
楽
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。

（※

１
）
高
千
穂
神
楽
（
高
千
穂
町
）
・
銀
鏡
神
楽
（
西
都
市
）
と
も

に
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
で
す
。

高鍋神楽

県指定「無形民俗文化財」
（昭和44年〈1969年〉）

・
国選択

「記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財」
（昭和53年〈1978年〉）

第六番 鬼神舞



鴫野棒踊り

昭和52年３月26日
高鍋町指定無形文化財
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２０２３年１１月号

高
鍋
神
楽
は
、
昭
和
53
年
（
１
９
７
８
）
、
国
の
記
録
保
存
無
形
文
化

財
の
選
定
を
受
け
、
翌
年
54
年
に
は
県
指
定
高
鍋
神
楽
縁
起
書
が
作
成
さ

れ
、
国
の
選
定
の
た
め
の
記
録
画
作
成
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も

様
々
な
活
動
を
経
て
、
平
成
31
年
（
２
０
１
９
）
記
録
作
成
の
た
め
の
準

備
調
査
が
開
始
さ
れ
、
令
和
２
年
（
２
０
２
０
）
高
鍋
神
楽
記
録
作
成
調

査
委
員
会
が
正
式
に
立
ち
上
げ
ら
れ
、
高
鍋
神
楽
の
国
指
定
に
向
け
た
記

録
作
成
の
た
め
の
調
査
が
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
鍋
神
楽
の
運
営
組
織

高
鍋
神
楽
は
現
在
「
高
鍋
神
楽
保
存
会
」
と
「
高
鍋
神
楽
会
」
の
２
つ

の
組
織
が
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
鍋
神
楽
保
存
会
：
神
楽
講
習
会
や
各
種
研
修
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

事
務
局
は
、
高
鍋
町
、
木
城
町
、
川
南
町
、
都
農
町

の
教
育
委
員
会
が
２
年
ご
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

お
問
合
せ
先
：

高
鍋
町
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課

文
化
係

電
話

０
９
８
３
・
２
３
・
３
３
２
６

高
鍋
神
楽
会
：
：
：
神
楽
の
講
演
依
頼
な
ど
の
窓
口
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

主
に
高
鍋
神
楽
の
保
存
継
承
に
努
め
、
会
員
の
親
睦

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

お
問
合
せ
先
：

高
鍋
神
楽
会
事
務
局
（
都
農
神
社
）

電
話

０
９
８
３
・
２
５
・
３
２
５
６

神
楽
番
附

第
一
番

御
神
楽

（
神
楽
始
め
の
舞
）
お
か
ぐ
ら

第
二
番

花
の
手

は
な
の
て

第
三
番

荒
神
返

こ
う
じ
ん
が
え
し

第
四
番

大
神
舞

だ
い
じ
ん
ま
い

第
五
番

敏
伐
舞

び
ん
ぎ
り
ま
い

第
六
番

鬼
神
舞

き
じ
ん
ま
い

第
七
番

将
軍
舞

し
ょ
う
ぐ
ん
ま
い

第
八
番

問

舞

と
い
ま
い

第
九
番

節

舞

ふ
し
ま
い

第
一
〇
番

舞

揚

ま
い
あ
げ

第
一
一
番

磐

石

ば
ん
せ
き

第
一
二
番

神
師
舞

か
ん
じ
ま
い

第
一
三
番

振
揚
舞

ふ
り
あ
げ
ま
い

第
一
四
番

地

割

じ
わ
り

第
一
五
番

帳

読

ち
ょ
う
よ
み

第
一
六
番

祝

詞

の
り
と

第
一
七
番

闢
開
神
楽

び
ゃ
く
か
い
か
ぐ
ら

第
一
八
番

闢
開
鬼
神

び
ゃ
く
か
い
き
じ
ん

第
一
九
番

繰
掛
卸
舞

く
り
か
け
お
ろ
し
ま
い

第
二
〇
番

御
笠
神
楽

み
か
さ
か
ぐ
ら

第
二
一
番

笠
取
鬼
神

か
さ
と
り
き
じ
ん

第
二
二
番

御
笠
神
酒
上

み
か
さ
み
き
あ
げ

第
二
三
番

御
笠
将
軍

み
か
さ
し
ょ
う
ぐ
ん

第
二
四
番

御
笠
練
舞

み
か
さ
ね
り
ま
い

第
二
五
番

獅
子
舞

し
し
ま
い

第
二
六
番

綱
取
鬼
神
舞

つ
な
と
り
き
じ
ん
ま
い

第
二
七
番

寿
之
舞

じ
ゅ
の
ま
い

第
二
八
番

伊
勢
舞

い
せ
ま
い

第
二
九
番

手
力
雄
舞

た
ぢ
か
ら
お
の
ま
い

第
三
〇
番

戸
開
雄
舞

と
び
ら
き
お
の
ま
い

第
三
一
番

太

神

だ
い
じ
ん

第
三
二
番

繰
卸
舞

く
り
お
ろ
し
ま
い

第
三
三
番

神
送
神
楽

か
み
お
く
り
か
ぐ
ら

2018年愛宕神社での神楽奉納の様子

第一〇番 舞 揚
神主の一人舞。

猿田彦から杖を授かった感謝の舞といわれている。
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